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議
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安

倍

首

相

の

「

憲

法

九

六

条

改

正

を

め

ざ

す

議

員

連

盟

」

顧

問

就

任

に

関

す

る

質

問

主

意

書 

 
報

道

に

よ

れ

ば

、

五

月

一

三

日

に

「

憲

法

九

六

条

改

正

を

め

ざ

す

議

員

連

盟

」

（

古

屋

圭

司

会

長

）

の

総

会

が

開

催

さ

れ

、

現

職

の

首

相

で

あ

る

安

倍

首

相

が

引

き

続

き

同

議

員

連

盟

の

「

顧

問

」

の

職

に

再

任

さ

れ

た

。

同

議

員

連

盟

は

、

憲

法

九

六

条

に

定

め

ら

れ

た

国

会

議

員

の

三

分

の

二

以

上

の

賛

成

と

い

う

改

憲

は

次

要

件

の

緩

和

を

目

的

と

し

て

設

立

さ

れ

た

も

の

で

あ

る

。 

内

閣

総

理

大

臣

に

は

日

本

国

憲

法

第

九

九

条

に

よ

っ

て

「

憲

法

尊

重

擁

護

義

務

」

が

課

せ

ら

れ

て

い

る

。

同

議

員

連

盟

の

よ

う

な

改

憲

を

目

的

と

す

る

特

定

の

団

体

の

「

顧

問

」

職

に

現

職

の

首

相

が

就

く

こ

と

は

、

憲

法

違

反

の

疑

い

が

あ

る

。 

過

去

に

は

、

二

〇

〇

七

年

一

一

月

に

は

改

憲

を

目

的

と

し

た

「

新

憲

法

制

定

議

員

同

盟

」

副

会

長

と

な

っ

て

い

た

福

田

康

夫

首

相

（

当

時

）

が

退

会

し

、

二

〇

一

〇

年

に

は

鳩

山

由

紀

夫

首

相

（

当

時

）

が

や

は

り

同

同

盟

を

退

会

し

て

い

る

。

い

ず

れ

も

、

閣

僚

が

改

憲

団

体

の

役

員

に

就

い

た

こ

と

が

問

題

と

な

っ

て

団

体

を

退

会

し

た

例

で

あ

る

。 



 

 

従

っ

て

、

以

下

、

質

問

す

る

。 

 
 一 

安

倍

首

相

は

、

日

本

国

憲

法

第

九

九

条

に

よ

っ

て

自

ら

に

「

憲

法

尊

重

擁

護

義

務

」

が

課

せ

ら

れ

て

い

る

と

い

う

認

識

か

。 

二 

政

府

は

、

改

憲

を

目

的

と

す

る

特

定

の

団

体

の

「

顧

問

」

職

に

現

職

の

首

相

が

就

く

こ

と

は

、

日

本

国

憲

法

第

九

九

条

に

抵

触

す

る

と

い

う

認

識

か

。 

三 

安

倍

首

相

は

、

自

ら

の

公

的

立

場

を

鑑

み

、

即

刻

、

同

議

員

連

盟

の

「

顧

問

」

職

を

辞

さ

れ

る

べ

き

と

考

え

る

か

い

か

が

か

。 

 

右

質

問

す

る

。 


